












総 合 討 論

















































































が主張する 「生態 に適 した生業」あ るいは
「述語的論理」 とい うものが、明確なデ ィ
フィニションを持たないために、議論 は混迷
してしまったように思う。その時の反省を込



















場合 と、リージョナルな レベルでの議論 とイ

























































を招 くのは、 「集団」や 「カテゴリー」とい
うものと、概念的に区別できていないことが
原因だと思 う。下図を見ていただきたい。

































































































































後 もネ ットワーク的な原理で動 く。



















































































例えば、国家 とい うの もその国際間ネ ッ ト
ワークの一部に寄生 して成立するものだと考
え られる。

























































れそれの地域的な様々な レベルでのネ ッ ト









































































































































間が活躍す る交易ネ ッ トワークの結節点で
あった。
濱下 ネッ トワークを正面か ら捉え、非常に





































































































に入 ってか ら生まれた もので、それまでは






























































































































































































昧にな って くる。ベ トナムの トンキン湾あた
りで北と南に伸びていく二つのネ ットワーク
が相互にオーバーラップ して くるのではない
か と思 う。 したが って、イン ドシナ半島の
チャンパやピサーヤのようなイスラーム世界
と深 く関わ る国際港が出現 し、そこに両海域
世界の接点が存在 していると考え られるだろ
う。海域の接点に重要な交易港が生まれるの














































































































て東南ア ジアの持っ意味 と役割 も、ダイナ
ミックに変わってくると思う。確かにアラブ
の文献史料を見ていても、東南アジア産の物
























































































も、大 きく全体をカバー している。 しか し、
そういう組織体 としての レベルを考える場合、
ネットワークは構造 としての概念になる。





は作 り上げる過程(構造化)と、作 り上げ ら






























































高谷 それぞれが違 う意味内容をもって この
ネットワークという言葉を使うから、混乱ば





紀を見るときには、む しろ構造物のネ ッ ト
ワークでは捉えきれない。ネットワーキ ング
のネットワークが必要 になる。













































































































































の賭で関係が展開 していく。 しか し、実際に




























































































での消費なのか、細か く分類 しなが ら見てい






















































































































































































村 に、 コラー トか ら婿入 りを してきた男性
が いた。ラオ人に とってはタイ人というの
は非常 に遠 い存在で、婿入 りしてきた男性
は一人浮いて しまう。非常にま じめな働 き





























































































人 と現地のマ レー人とを繋 ぐ中間役 としてか
なり活躍 している。19世紀 の資料では、月
67
に1回 の シンガポール と南ア ラ ビアのム
カ ッラーの定期航路で、1000人単位の人が









































































































































松原 やはり移動をめ ぐる問題が、 この議論



























































































































































ころを目指 して、 ピンポイント的に移動 して


































































































































































































































































あったと思 う。それは朝鮮や日本で も同 じよ
うな経過を辿るが、18世紀には開発の限界に
きて定着 してしまう。中国ではそれが依然と








































































































































































濱下 こういう機会 も、 また新 しいネ ット
ワークである。 これか らもこのネットワーク
を組み替えながら、色々な議論を続けていく
ということでは、また新たな出発点に立 った
ような気が している。長い間、ありがとうご
ざいました。
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